
 

 

    

 今年も登下校時の児童生徒が事故や事件に

会うケースが多くみられました。 

 子どもたちは社会や国を支える未来の宝で

す。子どもの安全を守るためには家庭と学校だけでなく、警察や地

域の連携も大切です。特に事故の多い朝夕や、薄暮の時間に通学路

や交差点に危険個所は無いかどうか、今一度、子どもの目線で確か

め、地域の目で見守りをお願いいたします。              

（編集長 久保田）                                                                     
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地域の方が協力し意見を出し合って「はなぐるま」を作成しております。ご意見・ご感想や投稿などお気軽にお寄せください。 

編集委員も随時募集中です！ 一緒に紙面作りをしましょう。 大崎第一地域センター 電話3491-2000までご連絡ください。 

支え愛ひろば in 桐ケ谷斎場 地域感謝の集い 

  

２６号線開通祝賀イベント 

大崎第一地区総合防災訓練 
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 Mビルは皇居お堀端の近くにあります。昭和初期に建造されたビル 

は、国の重要文化財に指定されたほどの素晴らしさです。 

 広々とした１階ラウンジには、大理石の床にゆったりとしたソファ 

とテーブルが贅沢と思われるほどの間隔で配置され、平日(水・木・ 

金)の午後は近隣のビジネスマンらしき人達が、ここで１５分程度の

午睡を楽しんで引き上げていきます。静かなＢＧＭと心地よい空調の

なか、疲れを癒し英気を取り戻したような様子を眺めていると、こち

らも元気な気分になってきます。ここは私のお気に入りのオアシスで

す。 

                      （編集委員 中村） 

 １１月１０日（日）に大崎第一地区防災協議会が主催の総合防災訓

練を第一日野小学校第二グラウンドで行います。この訓練では、地域

住民の自助・共助の意識と防災技術の向上、および地域住民・事業

所・関係防災機関の連携を高めることを目的とした、年に一度の地域

全体の防災訓練です。 

 災害から「わが家・わが町」を守るため、奮って訓練に参加しま

しょう。 

日時：１１月１０日（日） ９時～１１時３０分（予定） 

場所：第一日野小学校 第二グラウンド（西五反田６－５－３２） 

（事務局） 

 １１月３日（日）に品川文化振興事業団の主催で２６号線の開通祝

賀イベントが行われます。イベントでは、荏原地区などによって２６

号線で神輿が担がれたり、各地区委員会による焼きそばなどの模擬店

やオリンピック・パラリンピック啓発のための体験コーナーを行います。 

 青少年対策地区委員会大崎第一地区では、わ！しながわのロゴが

入った風船や、バルーンアートを行う予定です。 

 是非足を運んでみてください。 

日時：１１月３日（日） １１時～１４時（予定） 

場所：しながわ中央公園西側（西品川１－２７－２０） 

   （ヘリポートがあるところです。） 

（事務局） 

ニュージーランド語学研修に参加して 

私は今年の夏休み中に語学研修で３週間ニュージーランドに

ホームステイをしました。 

平日はオークランド市内の学校に通い、品川区在住の生徒３０

名が２つのクラスに別れて現地の先生方に英語を教わりました。

その他に、マオリ族の文化を学ぶ授業や日本語クラスを訪問する

授業、校外学習もありました。 

中でも興味深かったのが、マオリクラスです。私達が初めて登

校した日には、マオリ式の歓迎会「ポウフィリ」に参加しまし

た。その後の授業では、主にマオリの伝統的な踊りである「ハ

カ」を教わりました。ハカには台詞のような物があり、マオリ語

の発音が日本語の発音にとても似ていた事が印象的でした。 

休日は友達と一緒にショッピングモールに行きました。そこで

驚いたのが、ニュージーランドではビニール袋を一切使わないと

いう事です。買い物に行くと、商品がそのまま渡されます。紙袋

が無料でもらえるのは洋服店のみで、その他は有料でした。日本

でも資源を無駄にしない為の取り組みは行われていますが、まだ

あまり普及していません。完全に配布を中止するにはまだ時間が

必要ですが、日本がニュージーランドを見習うべき点だと思いま

した。 

 期間中には、楽しい事だけで

はなく大変な事も多くありまし

た。で も、そ ん な 時 は「Never 

give  up!」（諦めない）という

言葉を胸に、辛抱強く物事に挑

戦 し ま し た。こ の 貴 重 な 体 験

を、これからの生活に活かして

いきたいです。 

 

（荏原第一中学校9年 清水まり子） 

 ９月２３日(月)秋分の日、桐ケ谷斎場

にて「地域感謝の集い」が行われまし

た。このイベントは地域に開かれた斎場

として、近隣の方との親睦を深める目的

で初めて開かれました。当日は、斎場内

の見学をはじめ朝市、就労継続支援事業

所の商品販売、無料健康測定、落語など

が行われました。 

 また、館内では同時に大崎第一地区支

え愛活動会議による「支え愛ひろば」も開設され、たくさんの方が足

を運びました。 

 「地域の誰もが気軽に参加できる場所、子育て世代からシニア世代

が交流できる場所を作りたい」という思いから平成２９年１２月に始

まった「支え愛ひろば」。お茶コーナー、防災食品の試食、ポップ

コーンの配布、お菓子釣り、射的などのゲームコーナー、ボールプー

ル、工作コーナーなどが用意され、誰でも無料で楽しむことができま

した。 

 青少年ボランティアのしながわ役立

ち隊のお兄さんお姉さんと元気に遊ぶ

子どもたち、お茶を味わいつつおしゃ

べりを楽しむお父さんお母さん、工作

をやさしく見守るベテランスタッ

フ．．．と世代を超え様々な楽しみ方

でコミュニケーションを深められたひ

と時となりました。                     

     （編集委員 永尾・小林） 


